
New Reversible Computing Algorithms for Shortest 
Paths Problem 

1. 研究分野 
　可逆コンピューティング 
　ー可逆アルゴリズム 

2. 目的 
　時間・空間計算量の観点で効率の良い可逆最短経路アルゴリズムを提案する 

3. 背景 
　可逆アルゴリズム効率化の必要性 
　衛生的で健全なアルゴリズムの開発 

4. アプローチ 
・heap 
・Bellman-Ford 
・Dijkstra 
・Floyd-Warshall  



 

5. 結果 
・min_heap 

 
 
  



・Bellman-Ford 
　→ 論文にはrelaxの部分のみ示されている(Bellmam-Fordアルゴリズムは、relax以外に、
　重みの初期化と負閉路が存在することを確かめることが必要。この論文のrelaxは2~4行目
　の処理を行う) 
　(参考：アルゴリズムイントロダクション第二巻p249) 

　  
　 
　→ INITIALIZE-SINGLE-SOURCEにO(V)時間、O(V)のゴミ出力が必要 
　→ 5〜8行目にはゴミ出力は必要ない 
 
　→ relaxは緩和を行う関数(参考：アルゴリズムイントロダクション第二巻p246) 

　  
　以下のrelaxは、O(VE)時間でO(VE)のゴミを出力する 
　大きさVEの配列garbage[]と、その場所を示すgarbagecounterが必要 

 
 



6. 有用性 

7. 限界・短所 

8. 次に何を読めばいいか？ 
 


